
大型火力発電所が都内に普通にあった牧歌的時代
お化け煙突の千住火力発電所はその最後のスター

煙突からもくもく黒煙の上る風景が経済成長の象徴だった時代がつい最近まであった

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
昨
年
２
月

に
本
誌
の
別
企
画
で
扱
っ
た
「
旧
千
住

火
力
発
電
所
跡
」
の
再
訪
記
だ
。

　

旧
千
住
火
力
発
電
所
が
稼
働
を
開
始

し
た
の
は
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
１

月
。
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
５
月
ま

で
足
掛
け
38
年
間
に
わ
た
り
稼
働
し
、

翌
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
８
月
に
解

体
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
戦
時
体
制
の
頃
の
東
京
か

ら
、
前
回
の
１
９
６
４
東
京
五
輪
が
開

催
さ
れ
る
直
前
ま
で
の
高
度
経
済
成
長

時
代
前
半
期
の
東
京
の
電
力
を
、
中
核

的
に
賄
っ
て
い
た
発
電
所
の
一
つ
だ
。

　

旧
千
住
火
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い

た
の
は
足
立
区
千
住
桜
木
町
の
荒
川
沿

い
。
写
真
は
荒
川
の
対
岸
か
ら
撮
影
し

た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
だ
。
も
ち
ろ
ん
解
体

さ
れ
た
の
が
半
世
紀
以
上
も
前
の
こ
と

と
て
、
荒
川
越
し
に
遠
望
し
て
も
、
面

影
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。だ
が
、

写
真
・
左
端
の
建
物
（
帝
京
科
学
大
学
）

か
ら
、
写
真
・
右
端
の
鉄
塔
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
の
通
信
用
鉄
塔
）
に
至
る
ま
で
の

広
大
な
エ
リ
ア
が
、
ま
る
ま
る
千
住
火

力
発
電
所
の
敷
地
だ
っ
た
。

　

近
く
ま
で
行
け
ば
、
旧
千
住
火
力
発

電
所
の
名
物
「
お
化
け
煙
突
」
の
実
物

を
輪
切
り
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
り
、
お
化
け
煙
突
を
模
し
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
今
回

は
荒
川
の
対
岸
か
ら
、
旧
千
住
火
力
発

電
所
の
あ
っ
た
場
所
を
遠
望
し
た
か
っ

た
の
だ
。

　

ち
な
み
に
旧
千
住
火
力
発
電
所
名
物

の
「
お
化
け
煙
突
」
と
は
、
実
際
に
は

４
本
あ
っ
た
煙
突
（
高
さ
約
80
ｍ
）
が
、

見
る
角
度
に
よ
っ
て
３
本
に
見
え
た

り
、
時
に
は
１
本
に
見
え
た
り
し
た
た

め
、
だ
と
い
う
。

　

今
回
、
荒
川
の
対
岸
か
ら
旧
千
住
火

力
発
電
所
の
跡
地
を
遠
望
し
た
い
と
お

も
っ
た
の
も
、
そ
ん
な
素
朴
な
視
覚
的

マ
ジ
ッ
ク
が
東
京
の
名
所
に
な
る
時
代

に
想
い
を
は
せ
た
か
っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。

　

旧
千
住
火
力
発
電
所
が
解
体
さ
れ
た

後
、
千
住
火
力
発
電
所
が
担
っ
て
い
た

発
電
事
業
は
、
豊
洲
に
立
地
す
る
新
東

京
火
力
発
電
所
な
ど
が
継
承
し
た
が
、

そ
の
新
東
京
火
力
発
電
所
も
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
に
廃
止
。
発
電
所
の
歴

史
は
、
ま
さ
に
偉
電
史
を
支
え
る
大
き

な
潮
流
を
成
し
て
い
る
。（
砂
耳
）
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